
活動報告 

団 体 名 一般社団法人 Wellbe Design 

活 動 名 胆振東部３町の被災者支援を円滑にするための体制を整備するための活動 

活動期間 2018/09/06 ～ 2019/03/31 

活動の成果 

当法人では発災当日午後から被災地域に支援に入り、全社協や中央共募を含め

た外部の機関や支援団体との調整を開始。各種団体との情報共有を目的とした

facebook ページ「北海道災害・情報共有グループ」を開設・管理した。これらに

よる効果もあり、報道が集中した厚真町以外の安平町及びむかわ町へのボランテ

ィア活動者の確保につながったと感じている（3 月 31 日現在、厚真町 4,780 人、

安平町 4,999 人、むかわ町 3,103 人）。また、むかわ町社会福祉協議会が開設し

た災害ボランティアセンターの運営者や運営支援者へのサポートと共に、支援 P

が開設したむかわ町災害 VCの公式 facebook ページの運営管理をむかわ町社協

からの依頼を受け実施したことにより、情報発信技術に乏しいむかわ町社協への

フォローと職員の省力化が図れただけではなく、タイムリーな情報の発信とボラ

ンティア受け入れや問い合わせ対応が実施でき、結果的にボランティア活動者の

確保につながったと感じている。また、むかわ町災害ボランティアセンターでは

応急仮設住宅の入居時における引っ越しボランティア活動を行わなかったことか

ら、当法人が窓口となり行政と共に対応したことから、行政との連携が構築され

ただけではなく、その後の仮設住宅入居者を対象とした DIY 講習会などの生活支

援活動に結び付いた。被災家屋から寄せられた思い出の品や写真・アルバムなど

のサルベージ活動「Omoidori Project」は被災した方の想い出に寄り添い、大切

な遺品を守り抜く活動となっているが、こうした活動を行っているのは当法人だ

けであり、支援メニューの拡大につながっていると感じている。これら地道な活

動を丁寧に行っていることから、被災地域の保健師等専門職からの信頼を得るこ

とができ、３月にはむかわ町の全 4,000 世帯への訪問調査活動を社協、役場、当

法人の三者連携で実施することができるなど、被災者支援ネットワークの機能強

化が図れている。 

寄付者への 

メッセージ 

当法人では災害発生当日より被害が大きかった胆振東部３町を訪ね、行政、社

協、NPO 等の各機関と連携を図りながら災害ボランティアセンターの開設を含む

支援体制の構築に努めてきました。発生翌日からは当法人スタッフ１名を常駐さ

せ、主にむかわ町及び厚真町における支援が円滑に行われるようコーディネート

を行ってきました。こうしたコーディネート活動はあまり目につかない活動では

ありますが、被災地域が抱える様々な課題に行政機関や社会福祉協議会と共に取

り組み、解決に向けて各支援団体をつなぐなど被災者の生活再建に向けて大きな

役割があったと感じています。当法人は胆振東部地域まで車で約１時間の位置に

あり、現地までの移動にかかる燃料費や現地での滞在費、更には厳冬期の活動に

おける防寒対策などに大きな負担を感じていましたが、災害ボランティア・NPO

活動サポート募金の助成を受けたことにより、2019 年 3 月末日までの活動を行

うことができました。本年は例年よりも少し早い雪融けとなりましたが、住宅の

修繕などの生活の再建やこころの復興はこれからが本番だと思っています。これ

からも被災地域で被災された方々に寄り添い、丁寧な支援活動を継続していきた

いと思います。これからもご支援をお願いいたします。 



（活動のようす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


